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 中央教育審議会は，大学入試センター試験に代わって「大学入学希望者学力評価テスト

（仮称）」を導入し，これを年に複数回実施するという案を提示した。また，新テストの出

題形式について，従来の「教科型」を将来的に廃止し，複数の教科を組み合わせた「合教

科型」や，総合的な知識の活用力をみる「総合型」に移行する案が示された。 

 「合教科型」や「総合型」への移行は，「多面的・総合的な評価に基づく大学入試」を目

指したものである。しかし，新しいテストの「モデル問題」が作られていない現状では，

具体的に何をどのように測るのかは，明らかでない。また，それによって我が国の入試風

土をどのように改革するのかという全体像も見えてこない。こうした状況が，教育現場か

ら多くの疑問を招いている。はたして，多面的・総合的な評価に基づく大学入試は実現可

能なのか？ また，その効果はどうなのか？ 

 

ダビンチ入試とは 

 すでに 13年前から，多面的・総合的な評価を具現化し成果を挙げている入試がある。京

都工芸繊維大学のＡＯ入試「ダビンチ入試」である。一般にＡＯ入試の学生はドロップア

ウトが多いというイメージがあるようだが，ダビンチ入試はそうではない。入学後の追跡

調査によると，成績と単位が低迷している「ドロップアウト傾向の学生」の出現率は，ダ

ビンチ入試のほうが一般入試の半分程度しかない。さらに，ダビンチ入試の学生は，入学

の目的意識が明確であり，学生委員会やクラブ活動などでリーダーシップを発揮している

学生が多い。以下，ダビンチ入試の概要

を紹介する。 

① ポートフォリオ評価 

 生徒は出願時に「活動の記録」（右図）

「志望理由」「調査書」を提出する。これ

以外に，自分が作成したレポートや作品，

取得した賞や資格などの資料を添付でき

る。これらのポートフォリオをもとに，

課外活動や社会活動等の状況，教科の学

習履歴などを評価の材料に加えている。 



② 一次スクーリング 

 全学共通で実施する第１次スクーリ

ングでは，大学の学びのスタイルでど

れだけ力を発揮できるかをみる。「講

義・レポート作成」では，大学の模擬

講義（右の写真）を聴いた後，筆記試

験を受ける。ちなみに今年度のテーマ

は「省エネ住宅」であった。生徒は講

義資料にメモをとり，その資料を見な

がら問題を解くことができる。試験は，

講義内容を理解して活用する問題が中

心である。正答が複数ある問題や，論

述式のものが含まれている。また，講

義に関連した内容で，英文読解の問題

や，理科・数学の基礎学力を測るよう

な問題もちりばめられている。 

 もう一つの「課題提示・レポート作

成」は，与えられた文献を読んで答え

る問題である。今年度は Tina Seelig 

がスタンフォード大学で行った講義 

"What I Wish I Knew When I Was 

20" の日本語訳を題材にした。ダビン

チ入試の小論文の特徴は，題材に関連

した自分の経験と将来の展望について，分析的に論述させていることである。これにより，

読解力や文章表現力だけでなく，自己分析力や目的意識なども評価している。 

 以上のポートフォリオ評価と一次スクーリングの合計点をもとに，第一次選考で定員の

約２～３倍に人数を絞り込む。 

 

③ 最終スクーリング 

 学科別に実施する最終スクーリング

では，その学科で求められる能力を測

る試験が行われる。たとえばデザイン

経営工学課程は，新しい商品の開発を

プロデュースできる人材を育てる学科

である。この学科では，２日間にわた

って，「面接」「グループディスカッシ

ョン」および「課題提示・プレゼンテ

ーション」の三種類の試験がある。写

真に示した「課題提示・プレゼンテーション」の試験では，会社の商品企画会議のような

状況が設定される。受験生から提案された商品のアイデアに対して教官から質問があり，



それにいかに受け答えするかが問われる。

他の学科でも，「グループを組んでの協同

的問題解決」や「科学実験によるパフォ

ーマンステスト」などの試験が工夫され

ている。 

 

④ 入学前教育 

 ダビンチ入試の入学前教育はとても充

実している。その内容は，右に示すよう

に，合格者オリエンテーションに始まっ

て，学力診断テスト，通信添削，テキス

トの購読，さらには個別学習相談会やメ

ールによるサポートなど，非常に多岐に

わたっている。個別学習相談会では，先

輩の学生たちや添削指導の教員がマンツ

ーマンで指導する。この入学前学習への

参加状況と入学後の成績には相関関係が

認められた（山本・内村，2011）。 

 

たとえ不合格でも意味がある 

 受験生の感想からは，異口同音に「入

試を受けて楽しかった。」という，意外

な？声が聞かれる。不合格だった生徒か

らも「その後の受験勉強にヤル気が出た。

受けて良かった。」という感想が出てくる。

なぜだろうか？ 

 多くの高校生たちは，模擬試験という

単一の物差しによって序列化され続けて

いる。そのため，自分の能力や特性を多

面的にとらえる機会が少ない。しかし，

生徒は，「活動の記録」や「志望理由」を

書く過程で，これまでの体験や努力を振り返り，これからの目標について考える。先生や

親と話し合うこともあるだろう。そして，スクーリングで大学の学びを体験し，自分の能

力を多様な観点から丁寧に評価される。また，不合格者に対するフォローメッセージがあ

る。ダビンチ入試で落ちても一般入試で合格する者は多い。 

 

高校と大学が一緒に 

 ダビンチ入試は，生徒・学生の成長を願い，「たとえ不合格でも受ける意味がある入試」

ある受験生の感想 

「ダビンチ入試を受けてみて，一番心に残ったの

は，すごく楽しかったということです。大学の教授

の方々が，私たち高校生に教えてくださって，高校

ではまた味わえない大学の講義が体験できてとて

もよい経験でした。また，普段の勉強とはまったく

関係のないことをみんな で一緒に考えて，それを

ディスカッションして，いろんな人の考えを吸収で

きてとても勉強になりました。今回は入試だったん

ですが，入試とは思えなくて，逆に良い勉強をさ

せて頂いたような気がしました。とてもいい体験で

した。」 

入学前教育のメニュー 

１）合格者オリエンテーション 

２）プレースメントテスト（数学・英語）  

３）通信添削指導，４教科×３回 

   英語（読解），日本語表現  

   数学（微積分），物理（力学） 

４）テキスト購読（物理，日本語表現）  

５）個別学習相談会（３回）  

６）携帯メールを利用した通信や声かけ 

 



を目指してきた。そのために，14年前から毎年，入試研究会を開催している。毎回 70～90

名の高校教員が参加し，大学の入試と高校の進路指導の在り方について意見を交流しなが

ら，双方で少しずつ改善を重ねてきた。入試制度改革は，あくまでも生徒・学生の成長を

中心に据え，高校教育の改革，大学教育の改革と合わせて総合的に検討されなければなら

ない。そのためには高校と大学の連携は不可欠である。 

 

基礎基本＋αが必要 

 私がダビンチ入試や様々なテストに長年関わってきて実感するのは，（教科の知識だけに

限定しない広義の）基礎基本の重要さである。たしかに，基礎基本なくして活用はない。

しかし，将来に多くのリスクを抱える今日，基礎基本を習得しただけでは不十分な時代に

なってきた。学校で習っていない未知の事態に遭遇しても，知的に，果敢に，柔軟に対応

できる必要がある。 

 そのため，ダビンチ入試では，高校までに習得した基礎知識に加えて，理解力，活用力，

表現力，コミュニケーション力などの＋αの学力を測っている。ところが，これまでの入

試では，教科書で習った知識に限定し，単一の正答を求めるようなテストが中心であり，

こうした＋αの学力はほとんど測られてこなかった。その意味では，新しいテストが「合

教科型」「総合型」へ移行することは望ましい。しかし，テストの内容が基礎基本を軽視す

るようなことにならないよう，注意する必要がある。そのバランスをどうとるか，具体的

にどう測定するかについては，問題作成者の学力観や技量に依るところが大きい。また，

複数回の実施という条件下でテストの信頼性を保証するのは，至難の業である。早期に教

育評価の専門家を交えた検討が必要であろう。 
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参考 

◆ダビンチ入試のホームページ： http://ac.web.kit.ac.jp/ 

  受験生向けにつくっています。アドバイスや合格者の体験談なども掲載しています。 

◆ダビンチ入試の過去問： 

http://www.kit.ac.jp/02/kakomon/kakomonndai_select2.htm 
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